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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年10月10日(2013.10.10)

【公表番号】特表2013-503159(P2013-503159A)
【公表日】平成25年1月31日(2013.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2013-005
【出願番号】特願2012-526724(P2012-526724)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/711    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7105   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/245    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/145    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/285    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/165    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/05     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/235    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   2/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ  39/39    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/711   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7105  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０７　
   Ａ６１Ｋ  39/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/245   　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/145   　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/285   　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/165   　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/05    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/235   　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/20    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/16    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   2/00    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月26日(2013.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ－ｘ－Ｂ、および
医薬的に許容できる賦形剤を含み、
　ここで、ｘは、リンカーを含むかまたはリンカーを全く含まず、
　ここで、Ａは、第１のＭＨＣＩＩ結合ペプチドを含み、かつ前記第１のＭＨＣＩＩ結合
ペプチドは、天然ＨＬＡ－ＤＰ結合ペプチド、天然ＨＬＡ－ＤＱ結合ペプチドまたは天然
ＨＬＡ－ＤＲ結合ペプチドに対して少なくとも７０％の同一性を有するペプチドを含み、
　ここで、Ｂは、第２のＭＨＣＩＩ結合ペプチドを含み、かつ前記第２のＭＨＣＩＩ結合
ペプチドは、天然ＨＬＡ－ＤＰ結合ペプチド、天然ＨＬＡ－ＤＱ結合ペプチドまたは天然
ＨＬＡ－ＤＲ結合ペプチドに対して少なくとも７０％の同一性を有するペプチドを含み、
かつ、
ここで、ＡおよびＢは、互いに１００％の同一性を有しない、
医薬組成物。
【請求項２】
　前記組成物は、
　Ａ－ｘ－Ｂ－ｙ－Ｃ、および
　医薬的に許容できる賦形剤
を含み、
　ここで、ｙは、リンカーを含むかまたはリンカーを全く含まなくてもよく、
　ここで、Ｃは、第３のＭＨＣＩＩ結合ペプチドを含み、かつ前記第３のＭＨＣＩＩ結合
ペプチドは、天然ＨＬＡ－ＤＰ結合ペプチド、天然ＨＬＡ－ＤＱ結合ペプチドまたは天然
ＨＬＡ－ＤＲ結合ペプチドに対して少なくとも７０％の同一性を有するペプチドを含み、
かつ
　ここで、Ａ、Ｂ、およびＣは、互いに１００％の同一性を有しない、
請求項１に記載の医薬組成物。
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【請求項３】
　（ａ）ｘおよび／またはｙは、アミドリンカー、ジスルフィドリンカー、硫化物リンカ
ー、１，４－二置換１，２，３－トリアゾールリンカー、チオールエステルリンカー、ヒ
ドラジドリンカー、イミンリンカー、チオ尿素リンカー、アミジンリンカー、またはアミ
ンリンカーを含むリンカーを含む、または、
（ｂ）ｘおよび／またはｙは、ペプチド配列、リソソームプロテアーゼ切断部位、生分解
性ポリマー、置換もしくは未置換アルカン、アルケン、芳香族もしくは複素環リンカー、
ｐＨ感受性ポリマー、ヘテロ二官能性リンカーまたはオリゴマーグリコールスペーサーを
含むリンカーを含む、または、
（ｃ）ｘおよび／またはｙは、リンカーを全く含まず、かつＡおよびＢは、前記組成物中
に存在する混合物を含む、
請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　請求項１または２で規定した組成物をコードするＤＮＡまたはＲＮＡなどの１つまたは
複数の単離核酸、ここで単離核酸が複数存在する場合、該単離核酸は前記組成物を一緒に
コードする、を含む医薬組成物であって、
ここで、ｘおよび／またはｙは、アミドリンカーであるか、リンカーでないか、またはペ
プチドリンカーであり、
ここで任意に、ｘは、
（ａ）リソソームプロテアーゼ切断部位を含むペプチドリンカー、
（ｂ）リンカーでなく、かつＡおよびＢはそれぞれ、前記組成物中の別々の単離核酸によ
ってコードされる、または、
（ｃ）リンカーでなく、かつＡおよびＢは、前記組成物中の同じ単離核酸によってコード
される、
前記医薬組成物。
【請求項５】
　（ａ）ｘまたはｙは、リソソームプロテアーゼ切断部位を含むペプチドリンカーである
、
（ｂ）ｙは、リンカーでなく、かつＡ－ｘ－ＢおよびＣは、前記組成物中の２つ以上の別
々の単離核酸によってコードされ、ここで任意に、（ｉ）ｘは、アミドリンカーまたはペ
プチドリンカーであり、かつＡ－ｘ－ＢおよびＣは、前記組成物中の別々の単離核酸によ
ってコードされる、または、（ｉｉ）ｘは、アミドリンカーまたはペプチドリンカーであ
り、かつＡ－ｘ－ＢおよびＣは、前記組成物中の同じ単離核酸によってコードされる、
（ｃ）ｘは、リンカーでなく、かつＡ、ＢおよびＣはそれぞれ、前記組成物中の別々の単
離核酸によってコードされる、
（ｄ）ｘは、リンカーでなく、かつＡ、ＢおよびＣは、前記組成物中の同じ単離核酸によ
ってコードされる、
（ｅ）ｘは、リンカーでなく、かつＡおよびＢは、前記組成物中の同じ単離核酸によって
コードされ、かつＣは、別々の単離核酸によってコードされる、
（ｆ）ｘは、リンカーでなく、かつＡおよびＣは、前記組成物中の同じ単離核酸によって
コードされ、かつＢは、別々の単離核酸によってコードされる、または、
（ｇ）ｙは、リンカーでなく、かつＡ－ｘ－ＢおよびＣは、前記組成物中の同じ単離核酸
によってコードされる、
請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の１つまたは複数の単離核酸の完全長相補体である１つまたは
複数の単離核酸を含む医薬組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物を含む合成ナノ担体を含む医薬組成物であ
って、
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ここで任意に、
（ａ）請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物の少なくとも一部は、前記合成ナノ担
体の表面上に存在する、
（ｂ）請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物の少なくとも一部は、前記合成ナノ担
体によってカプセル化される、および／または、
（ｃ）１つまたは複数の抗原をさらに含む、
前記医薬組成物。
【請求項８】
　ポリペプチドを含む医薬組成物であって、その配列は、（配列番号１～４６として示さ
れる）以下のアミノ酸配列、すなわち
ＮＮＦＴＶＳＦＷＬＲＶＰＫＶＳＡＳＨＬＥＴ（配列番号１）（２１，ＴＴ３１７５５７
（９５０－９６９））；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶ（配列番号２）（９，ＡｄＶｈｅｘ６４９５０（９１３－９２１））
；
ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ（配列番号３）（１５，ＴＴ２７２１３（８３０－８４
１））；
ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶＧＥＬ（配列番号４）（２０，ＤＴ５２３３６（３
３１－３５０））；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＮＮＦＴＶＳＦＷＬＲＶＰＫＶＳＡＳＨＬＥＴ（配列番号５）（３０
，ＡｄＶＴＴ９５０）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ（配列番号６）（２４，ＡｄＶＴＴ
８３０）；
ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶＧＥＬ（配列番号
７）（３５，ＴＴ８３０ＤＴ）；
ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶＧＥＬＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ（配列番号
８）（３５，ＤＴＴＴ８３０）；
ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番号９）（２７，ＴＴ
８３０ＤＴｔｒｕｎｃ）；
ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ（配列番号１０）（２９
，ＤＴｔｒｕｎｃＴＴ８３０）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＰＭＧＬＰＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ（配列番号１１）（２９
，ＡｄＶｐｍｇｌｐｉＴＴ８３０）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＫＶＳＶＲＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ（配列番号１２）（２９
，ＡｄＶｋｖｓｖｒＴＴ８３０）；
ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＰＭＧＬＰＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番号１３）
（３２，ＴＴ８３０ｐｍｇｌｐＤＴＴｒｕｎｃ）；
ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＫＶＳＶＲＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番号１４）
（３２，ＴＴ８３０ｋｖｓｖｒＤＴＴｒｕｎｃ１）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番号１５）（２１，ＡｄＶＤＴｔ）
；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶｐｍｇｌｐＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番号１６）（２６，Ａｄ
ＶｐＤＴｔ）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶｋｖｓｖｒＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番号１７）（２６，Ａｄ
ＶｋＤＴｔ）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶｐｍｇｌｐＮＮＦＴＶＳＦＷＬＲＶＰＫＶＳＡＳＨＬＥＴ（配列番号
１８）（３５，ＡｄＶｐＴＴ９５０）；
ＴＬＬＹＶＬＦＥＶｋｖｓｖｒＮＮＦＴＶＳＦＷＬＲＶＰＫＶＳＡＳＨＬＥＴ（配列番号
１９）（３５，ＡｄＶｋＴＴ９５０）；
ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＴＬＬＹＶＬＦＥＶ（配列番
号２０）（３６，ＴＴ８３０ＤＴｔＡｄＶ）；
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ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ（配列番
号２１）（３６，ＡｄＶＴＴ８３０ＤＴｔ）；
ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶ（配列番号２２）（１７，ＤＴｔ－３）；
ＩＤＫＩＳＤＶＳＴＩＶＰＹＩＧＰＡＬＮＩ（配列番号２３）（２０，ＴＴ６３２）
ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶＩＤＫＩＳＤＶＳＴＩＶＰＹＩＧＰＡＬＮＩ（配列
番号２４）（３７，ＤＴｔ－３ＴＴ６３２）；
ＩＤＫＩＳＤＶＳＴＩＶＰＹＩＧＰＡＬＮＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶ（配列
番号２５）（３７，ＴＴ６３２ＤＴｔ－３）；
ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶｐｍｇｌｐＩＤＫＩＳＤＶＳＴＩＶＰＹＩＧＰＡＬ
ＮＩ（配列番号２６）（４３，ＤＴｔ－３ｐＴＴ６３２）；
ＩＤＫＩＳＤＶＳＴＩＶＰＹＩＧＰＡＬＮＩｐｍｇｌｐＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰ
ＬＶ（配列番号２７）（４３，ＴＴ６３２ｐＤＴｔ－３）；
ＹＶＫＱＮＴＬＫＬＡＴ（配列番号２８）（１１，ｍｉｎＸ）；
ＣＹＰＹＤＶＰＤＹＡＳＬＲＳＬＶＡＳＳ（配列番号２９）（１９，７４３０）；
ＮＡＥＬＬＶＡＬＥＮＱＨＴＩ（配列番号３０）（１４，３１２０１ｔ）；
ＴＳＬＹＶＲＡＳＧＲＶＴＶＳＴＫ（配列番号３１）（１６，６６３２５）；
ＥＫＩＶＬＬＦＡＩＶＳＬＶＫＳＤＱＩＣＩ（配列番号３２）（２０，ＡＢＷ１）；
ＱＩＬＳＩＹＳＴＶＡＳＳＬＡＬＡＩＭＶＡ（配列番号３３）（２０，ＡＢＷ２）；
ＭＶＴＧＩＶＳＬＭＬＱＩＧＮＭＩＳＩＷＶＳＨＳＩ（配列番号３４）（２４，ＡＢＰ）
；
ＥＤＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲＧＳＶ（配列番号３５）（１７，ＡＡＴ）；
ＣＳＱＲＳＫＦＬＬＭＤＡＬＫＬＳＩＥＤ（配列番号３６）（１９，ＡＡＷ）；
ＩＲＧＦＶＹＦＶＥＴＬＡＲＳＩＣＥ（配列番号３７）（１４，ＩＲＧ）；
ＴＦＥＦＴＳＦＦＹＲＹＧＦＶＡＮＦＳＭＥＬ（配列番号３８）（２１，ＴＦＥ）；
ＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲｋｖｓｖｒＮＡＥＬＬＶＡＬＥＮＱＨＴＩ（配列番号３９）（
３１，ＡＡＴｋ３１２０ｔ）；
ＮＡＥＬＬＶＡＬＥＮＱＨＴＩｋｖｓｖｒＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲ（配列番号４０）（
３１，３１２０ｔｋＡＡＴ）；
ＩＬＳＩＹＳＴＶＡＳＳＬＡＬＡＩｋｖｓｖｒＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲ（配列番号４１
）（３３，ＡＢＷ２ｋＡＡＴ）；
ＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲｋｖｓｖｒＩＬＳＩＹＳＴＶＡＳＳＬＡＬＡＩ（配列番号４２
）（３３，ＡＡＴｋＡＢＷ２）；
ＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲｋｖｓｖｒＣＳＱＲＳＫＦＬＬＭＤＡＬＫＬ（配列番号４３）
（３２，ＡＡＴｋＡＡＷ）；
ＣＳＱＲＳＫＦＬＬＭＤＡＬＫＬｋｖｓｖｒＬＩＦＬＡＲＳＡＬＩＬＲ（配列番号４４）
（３２，ＡＡＷｋＡＡＴ）；
ＴＦＥＦＴＳＦＦＹＲＹＧＦＶＡＮＦＳＭＥＬＩＲＧＦＶＹＦＶＥＴＬＡＲＳＩＣＥ（配
列番号４５）（３８，ＴＦＥＩＲＧ）；または
ＩＲＧＦＶＹＦＶＥＴＬＡＲＳＩＣＥＴＦＥＦＴＳＦＦＹＲＹＧＦＶＡＮＦＳＭＥＬ（配
列番号４６）（３８，ＩＲＧＴＦＥ）
のいずれか１つに対して少なくとも７５％の同一性を有するアミノ酸配列を含み、
ここで任意に、
（ａ）前記ポリペプチドの配列は、配列番号１～４６として示されるアミノ酸配列のいず
れか１つに対して少なくとも８５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、または、
（ｂ）前記ポリペプチドの配列は、配列番号１～４６として示されるアミノ酸配列のいず
れか１つのアミノ酸配列を含む、
前記医薬組成物。
【請求項９】
　ポリペプチドをコードする単離核酸を含む医薬組成物であって、前記ポリペプチドの配
列は、配列番号１～４６として示されるアミノ酸配列のいずれか１つに対して少なくとも
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７５％の同一性を有するアミノ酸配列を含み、
ここで任意に、
（ａ）前記ポリペプチドの配列は、配列番号１～４６として示されるアミノ酸配列のいず
れか１つに対して少なくとも８５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、または、
（ｂ）前記ポリペプチドの配列は、配列番号１～４６として示されるアミノ酸配列のいず
れか１つのアミノ酸配列を含む、
前記医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の単離核酸の完全長相補体である単離核酸を含む、医薬組成物。
【請求項１１】
　単離核酸を含む医薬組成物であって、前記単離核酸の配列は、（配列番号４７～６８と
して示される）以下の核酸配列
ＴＴ９５０　ＮＮＦＴＶＳＦＷＬＲＶＰＫＶＳＡＳＨＬＥＴ
Ｃ１：ａａｔａａｔｔｔｔａｃｃｇｔｔａｇｃｔｔｔｔｇｇｔｔｇａｇｇｇｔｔｃｃｔａ
ａａｇｔａｔｃｔｇｃｔａｇｔｃａｔｔｔａｇａａ（配列番号４７）ＡＦ１５４８２８　
　　　２５０－３０９
Ｃ２（ヒト）：
ａａｃａａｃｔｔｃａｃｃｇｔｇａｇｃｔｔｃｔｇｇｃｔｇａｇａｇｔｇｃｃｃａａｇｇ
ｔｇａｇｃｇｃｃａｇｃｃａｃｃｔｇｇａｇａｃｃ（配列番号４８）

ＡｄＶ　ＴＬＬＹＶＬＦＥＶ
Ｃ１：ａｃｇｃｔｔｃｔｃｔａｔｇｔｔｃｔｇｔｔｃｇａａｇｔ（配列番号４９）
ＦＪ０２５９３１　２０８９１－２０９１７
Ｃ２（ヒト）：
ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｃｇｔｇｃｔｇｔｔｃｇａｇｇｔｇ（配列番号５０）

ＴＴ８３０：ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ
Ｃ１：ａｔｔｔｔａａｔｇｃａｇｔａｔａｔａａａａｇｃａａａｔｔｃｔａａａｔｔｔａ
ｔａｇｇｔａｔａ（配列番号５１）
Ｘ０６２１４　２８００－２８４４
Ｃ２（ヒト）：
Ａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇ
ｇｃａｔｃ（配列番号５２）

ＤＴ：ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶＧＥＬ
Ｃ１：ｃａａｔｃｇａｔａｇｃｔｔｔａｔｃｇｔｃｔｔｔａａｔｇｇｔｔｇｃｔｃａａｇ
ｃｔａｔａｃｃａｔｔｇｇｔａｇｇａｇａｇｃｔａ（配列番号５３）
ＦＪ８５８２７２　１０６６－１１２５
Ｃ２（ヒト）：
ｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａｇｇｃｃａ
ｔｃｃｃｃｃｔｇｇｔｇｇｇｃｇａｇｃｔｇ（配列番号５４）

ＡｄＶＴＴ９５０：ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＮＮＦＴＶＳＦＷＬＲＶＰＫＶＳＡＳＨＬＥＴ
Ｃ２（ヒト）：
ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｃｇｔｇｃｔｇｔｔｃｇａｇｇｔｇａａｃａａｃｔｔｃａｃｃｇ
ｔｇａｇｃｔｔｃｔｇｇｃｔｇａｇａｇｔｇｃｃｃａａｇｇｔｇａｇｃｇｃｃａｇｃｃａ
ｃｃｔｇｇａｇａｃｃ（配列番号５５）

ＡｄＶＴＴ８３０：ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩ
Ｃ２（ヒト）：
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ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｃｇｔｇｃｔｇｔｔｃｇａｇｇｔｇａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔ
ａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇｇｃａｔｃ（配列番号５６）

ＴＴ８３０ＤＴ：ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶ
ＧＥＬ
Ｃ２（ヒト）：
ａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇ
ｇｃａｔｃｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａ
ｇｇｃｃａｔｃｃｃｃｃｔｇｇｔｇｇｇｃｇａｇｃｔｇ（配列番号５７）

ＤＴＴＴ８３０：ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＰＬＶＧＥＬＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦ
ＩＧＩ
Ｃ２（ヒト）：
ｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａｇｇｃｃａ
ｔｃｃｃｃｃｔｇｇｔｇｇｇｃｇａｇｃｔｇａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａ
ｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇｇｃａｔｃ（配列番号５８）

ＴＴ８３０ＤＴｔｒｕｎｃ：ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ
Ｃ２（ヒト）：
ａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇ
ｇｃａｔｃｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａ
ｇ（配列番号５９）

ＤＴｔｒｕｎｃＴＴ８３０：ＱＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱＡＩＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩ
ＧＩ
Ｃ２（ヒト）：
ｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａｇｇｃｃａ
ｔｃａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔ
ｃｇｇｃａｔｃ（配列番号６０）

ＡｄＶｐｍｇｌｐＴＴ８３０：ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＰＭＧ．ＬＰＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫ
ＦＩＧＩ
Ｃ１（大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ））：
ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｔｇｔｇｃｔｇｔｔｔｇａａｇｔｇｃｃｇａｔｇｇｇｃｃｔｇｃ
ｃｇａｔｔｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｔａｔｔａａａｇｃｇａａｃａｇｃａａａｔｔｔａｔ
ｔｇｇｃａｔｔ（配列番号６１）
Ｃ２（ヒト）：
ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｃｇｔｇｃｔｇｔｔｃｇａｇｇｔｇｃｃｃａｔｇｇｇｃｃｔｇｃ
ｃｃａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔ
ｃｇｇｃａｔｃ（配列番号６２）

ＡｄＶｋｖｓｖｒＴＴ８３０：ＴＬＬＹＶＬＦＥＶＫＶＳ．ＶＲＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫ
ＦＩＧＩ
Ｃ１（大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ））：
ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｔｇｔｇｃｔｇｔｔｔｇａａｇｔｇａａａｇｔｇａｇｃｇｔｇｃ
ｇｃａｔｔｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｔａｔｔａａａｇｃｇａａｃａｇｃａａａｔｔｔａｔ
ｔｇｇｃａｔｔ（配列番号６３）
Ｃ２（ヒト）：
ａｃｃｃｔｇｃｔｇｔａｃｇｔｇｃｔｇｔｔｃｇａｇｇｔｇａａｇｇｔｇａｇｃｇｔｇａ
ｇａａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔ
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ｃｇｇｃａｔｃ（配列番号６４）

ＴＴ８３０ｐｍｇｌｐＤＴｔｒｕｎｃ：ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＰＭＧ．ＬＰＱ
ＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ
Ｃ１（大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ））：
ａｔｔｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｔａｔｔａａａｇｃｇａａｃａｇｃａａａｔｔｔａｔｔｇ
ｇｃａｔｔｃｃｇａｔｇｇｇｃｃｔｇｃｃｇｃａｇａｇｃａｔｔｇｃｇｃｔｇａｇｃａｇ
ｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｇｃａｇ（配列番号６５）
Ｃ２（ヒト）：
ａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇ
ｇｃａｔｃｃｃｃａｔｇｇｇｃｃｔｇｃｃｃｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇ
ｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａｇ（配列番号６６）

ＴＴ８３０ｋｖｓｖｒＤＴｔｒｕｎｃ：ＩＬＭＱＹＩＫＡＮＳＫＦＩＧＩＫＶＳ．ＶＲＱ
ＳＩＡＬＳＳＬＭＶＡＱ
Ｃ１（大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ））：
ａｔｔｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｔａｔｔａａａｇｃｇａａｃａｇｃａａａｔｔｔａｔｔｇ
ｇｃａｔｔａａａｇｔｇａｇｃｇｔｇｃｇｃｃａｇａｇｃａｔｔｇｃｇｃｔｇａｇｃａｇ
ｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｇｃａｇ（配列番号６７）
Ｃ２（ヒト）：
ａｔｃｃｔｇａｔｇｃａｇｔａｃａｔｃａａｇｇｃｃａａｃａｇｃａａｇｔｔｃａｔｃｇ
ｇｃａｔｃａａｇｇｔｇａｇｃｇｔｇａｇａｃａｇａｇｃａｔｃｇｃｃｃｔｇａｇｃａｇ
ｃｃｔｇａｔｇｇｔｇｇｃｃｃａｇ（配列番号６８）
のいずれか１つに対して少なくとも６０％の同一性を有する核酸配列を含み、
ここで任意に、
（ａ）前記単離核酸の配列は、配列番号４７～６８として示される核酸配列のいずれか１
つに対して少なくとも７０％の同一性を有する、または、
（ｂ）前記単離核酸の配列は、配列番号４７～６８として示される核酸配列のいずれか１
つの核酸配列を含む、
前記医薬組成物。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の単離核酸の完全長相補体である単離核酸を含む医薬組成物。
【請求項１３】
　（ａ）請求項８に記載の医薬組成物を含む合成ナノ担体、ここで任意に、（ｉ）抗原を
さらに含む、（ｉｉ）請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物の少なくとも一部は
、前記合成ナノ担体の表面上に存在する、または、（ｉｉｉ）請求項１～１２のいずれか
一項に記載の組成物の少なくとも一部は、前記合成ナノ担体によってカプセル化される、
または
（ｂ）請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物を含むワクチン、ここで任意に、（
ｉ）抗原、（ｉｉ）アジュバント、（ｉｉｉ）合成ナノ担体、または、（ｉｖ）前記組成
物に複合された担体をさらに含む、
を含む、剤形。
【請求項１４】
　対象に投与することを含む方法において用いるための、請求項１～１２のいずれか一項
に記載の医薬組成物または請求項１３に記載の剤形。
【請求項１５】
　前記天然ＨＬＡ－ＤＰ結合ペプチド、前記天然ＨＬＡ－ＤＱ結合ペプチドまたは前記天
然ＨＬＡ－ＤＲ結合ペプチドは、破傷風菌（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｅｔａｎｉ）、
Ｂ型肝炎ウイルス、ヒトヘルペスウイルス、インフルエンザウイルス、種痘ウイルス、エ
プスタイン－バーウイルス、水疱瘡ウイルス、麻疹ウイルス、ラウス肉腫ウイルス、サイ
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トメガロウイルス、水痘帯状疱疹ウイルス、ムンプスウイルス、コリネバクテリウム・ジ
フテリア（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ）、ヒトアデノウ
イルス（Ｈｕｍａｎ　ａｄｅｎｏｖｉｒｉｄａｅ）、天然痘ウイルス、または、ヒトへの
感染能を有し、かつ感染の開始後に感染性生物に特異的なヒトＣＤ４＋記憶細胞を生成す
る前記感染性生物、から得られるかまたは誘導されるペプチド配列を含む、請求項１～１
２および１４のいずれか一項に記載の医薬組成物または請求項１３または１４に記載の剤
形。
【請求項１６】
　ＡおよびＢ、または、ＡおよびＢおよびＣは、それぞれ、
（ａ）異なる感染性生物から得られるかまたは誘導されるペプチド配列、または、
（ｂ）同一の感染性生物から得られるかまたは誘導されるペプチド配列、または、
（ｃ）異なるＭＨＣＩＩ結合レパートリーを有するペプチド
を含む、請求項１～１２、１４および１５のいずれか一項に記載の医薬組成物または請求
項１３～１５のいずれか一項に記載の剤形。
【請求項１７】
　（ａ）Ａ、ｘ、またはＢ、または、（ｂ）Ａ、ｘ、Ｂ、ｙ、またはＣは、それぞれ、Ａ
－ｘ－ＢまたはＡ－ｘ－Ｂ－ｙ－Ｃの水溶解度を増大させる配列または化学修飾を含み、
ここで、前記配列または化学修飾は、親水性Ｎおよび／またはＣ末端アミノ酸、疎水性Ｎ
および／またはＣ末端アミノ酸の付加、約７．４のｐＩを得て、かつ約ｐＨ３．０で正の
正味電荷を得るためのアミノ酸の置換、ならびに再配列を受けやすいアミノ酸の置換を含
む、請求項１～１２および１４～１６のいずれか一項に記載の医薬組成物または請求項１
３～１６のいずれか一項に記載の剤形。
【請求項１８】
　第１および／または第２のＭＨＣＩＩおよび／または第３のＭＨＣＩＩ結合ペプチドは
、（ａ）５－ｍｅｒ～５０－ｍｅｒ、（ｂ）５－ｍｅｒ～３０－ｍｅｒ、（ｃ）６－ｍｅ
ｒ～２５－ｍｅｒの範囲の長さを有する、請求項１～１２および１４～１７のいずれか一
項に記載の医薬組成物または請求項１３～１７のいずれか一項に記載の剤形。
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